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１　「市民的人間型の現代的可能性」（思想 504 号　1966 年）など。
松下市民論は
ロックの近代市民にたいして現代型社会の現代市民
市民とは市民的規範を自覚して活動する人間型
民主政治は自由・平等という生活感覚、自治共和という政治文脈を持つ人間型としての「市民」を前提にしなければならない。
市民　自由で平等な公共性の価値感をもつ普通の人
住民は村民、町民、市民、県民など行政区割りに住んでいる人、行政の側からとらえた言葉であり、統治者の行政サービスの受益者。市民は、公共性の
感覚を体得し全体利益を考えて行動することができる人で、政策と実行で自治体職員と協働できる人
などと定義されている。
２　このほかに「民主化・工業化」を含む、「近代」そのものの意義を問う「モダンとポストモダン」というような対比で考える視点も欠かせないが、本稿
では省略する。
３　SOCIETY5.0 は多くの人に情報、場所、資本、移動などの促進強化は多くの領域で「シェアリング」を形成し、ここで形成されるプラットホームは、特
定の権力に迎合しない自立した組織として社会を変革していくという見解もあり、批判者との間で建設的な論議が期待される。
る。さらに言えば、協働を通じて、市民同士が互いに
助け合う、という関係が、最も大切と考えられている
のである。もちろん、被災地でのこのような作業は当
然のことであるが、今始まったばかりであり、明瞭な
ルールが生まれているわけではなく、その将来も見届
けられているわけではない。しかし、海辺、漁場、公
民館、商店街、作業場などは、今後、現在の当事者が
交代しても、その資産や利益、ノウハウは、みんなの
財産（地域住民全体、組合、株式会社、代表者名義な
どとして組織化されて）として、個人の利益・財産に
分割されることなく、共同財産として未来に引き継が
れるということは確かなように思われる。そしてこれ
を私たちは「現代総有」と呼んでいるのである。
